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2

定例会
（万円未満四捨五入）

一般会計
補正額 補正前の額 補正後の額

2億4,924万円 83億8,672万円 86億3,596万円

総 務 費 1億5,080万円 ふるさと納税に係る経費など

民 生 費 1,547万円 給付費の増など

衛 生 費 108万円 事業費の確定に伴う増減

農林水産費 1,746万円 凍霜害応援給付金ほか

商 工 費 41万円 空店舗調査への報償など

土 木 費 3,265万円
道路冠水や浸水被害を防ぐため、
都市下水路ゲートの開閉を自動化
する工事の設計業務委託料など

教 育 費 948万円 光熱費の増額など

特
別
会
計

国民健康保険 9,830万円 療養給付費増、産前産後掛金免除
など

介 護 保 険 550万円 介護予防サービスの増など

下水道事業 △2,266万円 前納報償金の増、発注予定工事の
取りやめなど

令
和
５
年
４
月
に
発
生
し
た

降
霜
で
、
町
内
の
多
く
の
果
樹

が
収
穫
量
の
減
少
や
品
質
の
低

下
な
ど
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

果
樹
農
家
を
支
援
す
る
た
め
、

町
独
自
の
応
援
給
付
金
を
給
付

し
ま
す
。　

凍
霜
害
応
援
給
付
金

事
業
費　
８
４
６
万
５
千
円

12
月
中
に
申
請
受
付
が
開
始

さ
れ
、
１
月
中
旬
か
ら
順
次
給

付
金
が
支
給
さ
れ
る
予
定
で
す
。

国
か
ら
の
「
物
価
高
騰
対
応

重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
」
の
う
ち
、
低
所
得
世
帯
支

援
枠
を
活
用
し
、
住
民
税
非
課

税
世
帯
へ
７
万
円
を
給
付
す
る

た
め
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
よ
る
情
報

連
携
を
速
や
か
に
開
始
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
、
法
律
の
改

正
に
よ
ら
ず
に
省
令
の
規
定
で

利
用
可
能
と
す
る
、「
行
政
手

続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識

別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等

に
関
す
る
法
律
」
の
改
正
に
伴

い
、町
条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

国
民
健
康
保
険
法
の
施
行
令

が
改
正
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

令
和
６
年
１
月
１
日
か
ら
、
産

前
産
後
期
間
の
国
民
健
康
保
険

税
「
所
得
割
」
と
「
均
等
割
」

を
免
除
す
る
た
め
、
町
条
例
を

改
正
す
る
も
の
。

凍
霜
害
応
援
の
た
め
、
給
付
金
を
支
給

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
ほ
か

非
課
税
世
帯
へ

臨
時
給
付
金

情
報
連
携
を

ス
ム
ー
ズ
に

産
前
産
後
期
間
の

国
保
税
を
軽
減

凍
霜
害
応
援
給
付
金

補 正

補 正

条 例条 例

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）、
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）、介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第

４
号
）、
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）、
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
を
審
議
し
、原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

令
和
５
年　
第
４
回
定
例
会 

果
樹
農
家
を
応
援
！

給  付  額

対象品目 給付単価

り ん ご 21,000 円／ 10a

柿 10,000 円／ 10a

も も 15,000 円／ 10a

な し 18,000 円／ 10a

さくらんぼ 19,000 円／ 10a

総務産業建設常任委員会でも５月に被
害の状況を視察しました。

　
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

令
和
５
年
第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
７
日
（
木
）
～
15
日
（
金
）
に
開
催
し
ま
し
た
。

１
日
目
は
提
出
議
案
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

２
日
目
・
３
日
目
は
８
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、

最
終
日
は
議
案
の
審
議
等
を
し
、
す
べ
て
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。
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【提
出
者
】

福
島
県
医
療
労
働
組
合

連
合
会　
執
行
委
員
長

高
橋　
勝
行

【提
出
者
】

福
島
県
社
会
保
障
推
進

協
議
会　
会
長　
佐
藤
和
久

【内　
容
】

健
康
保
険
証
の
廃
止
に
つ
い

て
、
中
止
を
含
め
見
直
し
、

国
の
責
任
で
健
康
保
険
証
の

交
付
を
続
け
る
こ
と
。

町
の
下
水
道
事
業
及
び
農
業

集
落
排
水
事
業
を
地
方
公
営
企

業
法
の
全
部
を
適
用
し
、
令
和

６
年
４
月
１
日
か
ら
公
営
企
業

会
計
に
移
行
さ
せ
る
な
ど
の
た

め
に
条
例
改
正
等
を
行
う
も
の
。

下
水
道
の
公
営
企

業
化
に
対
し
て
は
賛

成
し
ま
す
。

た
だ
し
、
令
和
５
年
度
の

決
算
に
お
い
て
は
、
非
常
に

わ
か
り
に
く
く
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
た
め
、
丁
寧
な

説
明
と
ミ
ス
の
な
い
事
務
処

理
を
お
願
い
し
ま
す
。

赤
城　
大
地 

委
員

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
で
の
受
診
に

よ
る
ト
ラ
ブ
ル
は
大

き
な
問
題
で
す
。
患
者
の
命

に
か
か
わ
る
も
の
で
す
。
医

療
機
関
で
の
混
乱
も
出
て
い

ま
す
。

国
民
が
不
安
な
く
受
診
で

き
る
た
め
に
も
保
険
証
廃
止

の
中
止
を
強
く
求
め
ま
す
。

横
山　
智
代 

委
員

医
療
従
事
者
の
約

70
％
が
反
対
し
、「
マ

イ
ナ
保
険
証
」
の
利

用
率
は
５
％
弱
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。
国
民
の
不
安
が
払

拭
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難

い
。
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
た

な
い
人
に
資
格
確
認
証
を
交

付
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
今

の
保
険
証
を
継
続
す
れ
ば
い

い
だ
け
の
こ
と
。
廃
止
を
急

ぐ
必
要
が
あ
る
の
か
。

渡
部　
正
司 

委
員

こ
れ
か
ら
迎
え
る

デ
ジ
タ
ル
社
会
に
対

応
す
る
べ
く
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
は

さ
け
て
通
れ
な
い
。
保
険
証

に
限
ら
ず
自
動
車
免
許
証
な

ど
も
一
体
化
す
る
こ
と
に
よ

り
利
便
性
が
高
ま
る
。

事
故
は
そ
の
都
度
対
応
処

理
し
て
い
け
ば
い
い
の
で
あ

り
、
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
普
及
を

中
止
さ
せ
て
は
い
け
な
い
。

採
択
に
反
対
す
る
。

五
十
嵐
一
夫 

委
員

こ
の
陳
情
は
デ
ジ

タ
ル
化
に
反
対
す
る

も
の
で
は
な
く
、「
保

険
証
を
無
く
さ
れ
る
と
困
る

の
で
無
く
さ
な
い
で
く
れ
」

と
の
内
容
で
す
。
困
る
人
を

作
る
必
要
は
な
く
、
今
の
ま

ま
保
険
証
が
あ
れ
ば
済
む
こ

と
で
あ
り
、
そ
れ
で
解
決
す

れ
ば
良
い
の
で
採
択
す
べ
き

で
す
。�

小
畑　
博
司 

委
員

下
水
道
事
業
を

公
会
計
に

す
べ
て
の
医
療
・
介
護
従
事

者
の
処
遇
改
善
と
人
員
増
を

求
め
る
陳
情

健
康
保
険
証
廃
止
の

中
止
を
求
め
る
陳
情
書

陳
情
第
１
号

陳
情
第
２
号

条 例

本
会
議
で
採
択
と
な
り

意
見
書
を
送
付
し
ま
し
た
。

本
会
議
で
採
択
と
な
り

意
見
書
を
送
付
し
ま
し
た
。

討

討

論

論

〜
下
水
道
の
公
会
計
化
〜

〜
陳
情
第
２
号
〜

陳
情

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
目
黒　
克
博

蓮
沼　
文
明

物
江　
政
博

赤
城　
大
地

横
山　
智
代

渡
部　
正
司

佐
藤　
宗
太

山
口　
　
享

青
木
美
貴
子

渡
部　
順
子

五
十
嵐
一
夫

酒
井　
育
子

小
畑　
博
司

水
野　
孝
一

陳情第２号　健康保険証廃止の中止を求め
る陳情書 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ × × ○ ○

議
長

発委第８号　健康保険証廃止の中止を求め
る意見書の提出について ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ × × ○ ○

議
長

上記以外の議案は賛成全員で可決しました。　　○：賛成　×：反対　　　議長は採決に加わりません

私はこう判断！
賛否の分かれた議案
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定例会・臨時会
第
４
回
定
例
会
に
、
赤
城
大
地

議
員
よ
り
２
つ
の
条
例
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
。

議
員
提
出
議
案
と
し
て
提
出
さ

れ
た
こ
の
条
例
は
、
子
育
て
に
関

す
る
も
の
で
あ
り
、
慎
重
に
議
論

す
る
必
要
が
あ
る
と
、
文
教
厚
生

常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し

た
。常

任
委
員
会
で
は
様
々
な
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
時

間
を
か
け
て
審
議
す
る
必
要
が
あ

る
と
し
て
、
こ
の
議
会
の
会
期
中

に
結
論
を
出
さ
ず
継
続
し
て
審
議

を
続
け
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

11
月
７
日
、
第
３
回
臨
時
会
が
開
催

さ
れ
、
２
件
の
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し

た
。

朝
立
集
落
協
定
に
お
い
て
、
中
山
間

地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
事
業
交
付
金

の
不
明
瞭
な
会
計
処
理
が
な
さ
れ
て
い

た
た
め
、
精
査
し
、
国
、
県
に
返
還
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
予
算
で
あ
る
令
和
５
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
が
提
案
さ

れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

11
月
27
日
に
開
催
さ
れ
た
第
４
回
臨

時
会
で
は
、
県
の
人
事
委
員
会
勧
告
に

よ
る
県
職
員
の
給
与
改
正
に
準
じ
、
町

職
員
、会
計
年
度
任
用
職
員
の
月
例
給
、

賞
与
を
引
き
上
げ
る
た
め
の
条
例
の
改

正
と
補
正
予
算
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

月
例
給
は
若
年
層
を
中
心
に
全
号
級

で
引
上
げ
、
賞
与
は
期
末
手
当
、
勤
勉

手
当
を
そ
れ
ぞ
れ
０
．
０
５
月
分
ず
つ

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

  

子
育
て
の
考
え
方
を
示
す

  

会
津
坂
下
町
子
育
て
基
本
条
例

す
べ
て
の
子
ど
も
が
幸
福
な
子
ど

も
時
代
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
こ

と
を
目
的
に
、
町
に
お
け
る
子
育
て

施
策
に
つ
い
て
の
包
括
的
な
基
本
理

念
と
町
の
責
務
を
理
念
条
例
の
形
で

定
め
る
も
の
。

町
全
体
と
し
て
子
ど
も
子
育
て
施

策
の
包
括
的
、
継
続
的
な
取
り
組
み

を
推
進
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。

  

子
育
て
支
援
の
た
め
基
金
を

  

会
津
坂
下
町
子
育
て
基
金
条
例

地
域
に
お
け
る
こ
ど
も
及
び
子
育

て
の
支
援
に
係
る
資
金
を
、
基
金
と

し
て
積
み
立
て
、
確
保
す
る
た
め
。

議
員
提
出
議
案
と
し
て

２
つ
の
条
例
が
提
案
さ
れ
る

・
訴
訟
の
和
解

・
中
山
間
等
直
接
支
払
交
付
金
の
返
還

職
員
の
月
例
給
・

賞
与
を
引
き
上
げ

議員提出

第３回
臨時会

第４回
臨時会

坂
下
中
学
校
に
在
籍
し
て
い
た
生
徒

の
両
親
か
ら
、
町
に
対
し
損
害
賠
償
請

求
が
な
さ
れ
て
い
た
件
に
つ
い
て
、
和

解
を
す
る
た
め
に
議
会
の
議
決
を
求
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。

町
は
和
解
を
受
け
、
今
後
さ
ら
に
会

津
坂
下
町
の
全
て
の
児
童
生
徒
が
楽
し

く
学
校
に
通
え
る
よ
う
、
い
じ
め
の
防

止
等
の
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
の

こ
と
で
す
。

詳
し
い
和
解
条
項
は
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

訴
訟
の
和
解

中
山
間
等　

直
接
支
払
交
付
金
の
返
還

和解条項
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監査委員報告
定期監査を実施

11
月
７
日
、
議
会
全
員
協
議

会
を
開
催
し
、
新
庁
舎
建
設
の

方
向
性
を
示
す
時
期
が
令
和
６

年
９
月
に
変
更
に
な
っ
た
経
緯

に
つ
い
て
、
町
長
よ
り
説
明
を

受
け
、
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　
町
側
の
説
明

令
和
５
年
５
月
29
日
の
議
会

全
員
協
議
会
で
議
員
の
任
期
中

で
あ
る
令
和
６
年
２
月
ま
で
に

建
設
場
所
を
決
定
し
て
い
く
方

針
を
説
明
し
ま
し
た
。

し
か
し
そ
の
後
、
庁
内
で
再

度
検
討
し
た
結
果
、
２
月
で
は

時
期
的
に
早
い
と
い
う
こ
と
で

建
設
場
所
の
決
定
時
期
を
変
更

す
る
方
針
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
を
受
け
、
あ
ら
ゆ
る
分

野
で
ま
ち
づ
く
り
の
議
論
を
行

い
、
令
和
６
年
９
月
定
例
会
で

の
建
設
場
所
の
決
定
を
目
指
す

方
針
と
な
り
、
新
庁
舎
建
設
だ

よ
り
第
１
号
で
、
令
和
６
年
９

月
に「
庁
舎
建
設
位
置
の
決
定
」

議
会
と
し
て
新
庁
舎
建
設
を
考
え
る

新
庁
舎
建
設
検
討
特
別
委
員
会

と
表
記
し
て
、
町
民
の
皆
様
に

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

　
質
疑　
　
　
　
　
　
　
　
　

🆀
最
終
的
に
来
年
の
９
月
議
決

と
い
う
こ
と
だ
が
、こ
の「
議

決
」と
い
う
中
身
は
。

🅰
議
会
基
本
条
例
に
よ
る
平
成

30
年
の
議
決
の
変
更
な
の
か
、

３
分
の
２
以
上
の
賛
成
が
必

要
な
条
例
の
議
決
な
の
か
、

決
ま
っ
て
い
な
い
。

🆀
現
庁
舎
の
安
全
性
の
問
題
か

ら
考
え
る
と
先
延
ば
し
し
過

ぎ
で
は
な
い
か
。

🅰
早
く
建
て
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
気
持
ち
は
変
わ
っ

て
い
な
い
。

🆀
建
設
場
所
を
「
旧
坂
下
厚
生

病
院
跡
地
」
に
、
と
す
る
表

明
を
撤
回
す
る
の
か
。

🅰
検
討
し
て
い
く
が
、
撤
回
す

る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

10
月
31
日
か
ら
11
月
14
日

に
か
け
、
今
年
度
４
月
１
日

か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
予
算

の
執
行
状
況
及
び
事
業
の
執

行
管
理
、
運
営
に
関
す
る
事

務
の
監
査
が
行
わ
れ
ま
し

た
。11

月
28
日
、
監
査
委
員
よ

り
町
長
へ
定
期
監
査
報
告
書

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
書
の
概
要
は
次
の
と

お
り
で
す
。

【
監
査
の
結
果
】

予
算
に
か
か
る
財
務
事
務

は
適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
る

も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

12
月
18
日
、
議
会
か
ら
町
長

へ
要
請
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

内
容
は
、
次
の
３
点
に
つ
い

て
早
急
に
説
明
を
求
め
る
も
の

で
す
。

○
新
庁
舎
建
設
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
。

○
子
育
て
世
代
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
に
つ
い
て
。

○
ど
の
よ
う
な
新
庁
舎
を
計
画

し
て
い
る
の
か
。
（
最
低
で

も
現
議
員
の
任
期
中
に
示
す

べ
き
で
は
な
い
か
。
）

今
後
も
町
の
説
明
を
受
け
、

さ
ら
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

歳
入
で
は
、
自
主
財
源
確

保
と
共
に
、
国
・
県
交
付
金

等
の
財
源
確
保
に
向
け
た
調

査
・
研
究
を
進
め
、
財
政
調

整
基
金
の
積
み
増
し
に
よ

り
、
財
政
健
全
化
に
向
け
た

財
政
運
営
を
望
む
。

歳
出
は
、
こ
れ
ま
で
の
財

政
健
全
化
に
向
け
た
一
般
財

源
削
減
に
加
え
、
事
業
ご
と

の
収
支
改
善
策
の
調
査
・
検

討
な
ど
、
更
な
る
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
望
む
。
ま
た
同
時

に
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

と
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
、

十
分
な
説
明
と
理
解
を
得
る

必
要
が
あ
る
。

町長に定期監査報告を手渡す監査委員
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坂
下
の
水
害
は
南
か
ら
栗
村
堰
を

越
え
て
や
っ
て
く
る
。
洪
水
の
可

能
性
や
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
南

か
ら
の
洪
水
に
つ
い
て
研
究
す
べ
き
だ
。

町
の
防
災
マ
ッ
プ
の「
浸
水
想
定
区
域
」

は
概
ね
１
千
年
に
一
度
の
予
測
で
あ
る
。

参
考
資
料
と
し
て
認
識
す
る
こ
と
は
い
い

が
ま
と
も
に
対
応
す
る
こ
と
は
ナ
ン
セ
ン

ス
と
い
う
の
が
私
見
。
見
解
を
伺
う
。

地
域
防
災
は
、
自
助
、
共
助
、
公

助
。
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

は
、
日
ご
ろ
か
ら
住
民
一
人
ひ
と
り
が
防

災
意
識
を
も
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切

で
あ
り
、
災
害
時
に
備
え
避
難
経
路
や
方

法
な
ど
を
準
備
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で

す
。

町
賑
わ
い
の
た
め
に
、
来
年
度
の

事
業
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
を
求

め
る
。

ば
ん
げ
ひ
が
し
公
園
に
屋
根
付
き
の
多

目
的
ス
テ
ー
ジ
の
設
置
を
。

ニ
ー
ズ
が
あ
る
事
は
認
識
し
ま
す

が
、現
状
を
踏
ま
え
、イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
遊
具
や
休
憩
施
設
の
整
備
を
優
先
し

て
進
め
ま
す
。

里
山
の
ア
ト
リ
エ
に
水
洗
ト
イ
レ
を

必
要
性
を
認
識
は
す
る
が
計
画
は
無
い

「
里
山
の
ア
ト
リ
エ
坂
本
分
校
」に

充
実
し
た
水
洗
ト
イ
レ
を
設
置
す

べ
き
だ
。ト

イ
レ
は
未
だ
和
式
・
汲
み
取
り

の
状
態
で
す
。
町
内
外
か
ら
多
く

の
方
が
訪
れ
る
施
設
に
は
、
衛
生
的
で
使

い
や
す
い
ト
イ
レ
の
設
置
が
町
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
の
た
め
に
も
必
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
坂
本

分
校
は
耐
用
年

数
も
経
過
し
た
普

通
財
産
で
あ
る
た

め
、
現
状
で
は
ト

イ
レ
を
整
備
す

る
計
画
は
あ
り

ま
せ
ん
。

こ
れ
も
質
問

問
中
央
公
園
と
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
駐

車
場
を
一
体
整
備
し
て
活
用
を
。

問
厚
生
病
院
跡
地
の
砒
素
除
去
計
画
は
。

洪
水
は
南
か
ら
の
氾
濫
に
備
え
よ

多
様
な
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る

問

問問

答

答答

五十嵐  一夫 議員

里山のアトリエ坂本分校で
定期的に行われる歌謡ショー

般一 質 問
町政を問う！

一般質問は議員が町政全般について、現状
や方針を問うものです。一人あたりの持ち時
間は答弁を含めて50分間です。
今定例会では８人が登壇しました。

広報誌に掲載する内容は質問者自身が要約
し、広報広聴特別委員が校正したものです。
　
一般質問の映像を配信して

おりますので、詳しくはそち
らをご覧ください。

また、会議録もホームペー
ジでご覧いただけます。

会議録

一般質問

手続きは簡単。
議場前の受付簿に名前を書くだけ！

第 1 回定例会は令和 6 年度の予算に
ついての審議が予定されています。

（予算特別委員会　3 月 1 日・4 日）

議会を
傍聴して
みませんか？

【令和６年第１回定例会日程（予定）】

２月

22日(木) 招 集 日

26日(月) 一 般 質 問

27日(火) 一 般 質 問

３月 6日(水) 最 終 日

※日程は変更になる場合があります。
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生
成
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
導
入
に

お
い
て
の
行
政
業
務
の
効
率
化
及

び
具
体
的
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ

い
て
、
町
の
見
解
と
今
後
の
導
入
計
画
に

つ
い
て
伺
う
。

生
成
Ａ
Ｉ
は
、
人
工
知
能
が
大
量

の
情
報
を
学
習
し
、
そ
の
パ
タ
ー

ン
や
構
造
を
理
解
し
て
新
し
い
も
の
を
生

成
す
る
機
能
で
あ
り
ま
す
。
繰
り
返
し
の

業
務
や
文
書
作
成
な
ど
の
業
務
を
自
動
化

す
る
こ
と
や
大
量
の
情
報
を
処
理
し
、
職

員
作
業
時
間
の
短
縮
な
ど
行
政
業
務
の
効

率
化
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
定
型
の

相
談
や
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
24
時
間
対

応
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
町

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
も
大
い
に
期
待
で

き
ま
す
。
町
と
し
ま
し
て
は
、
生
成
Ａ
Ｉ

の
導
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、
既
に
導
入
し

て
い
る
自
治
体
の
例
を
参
考
に
、
今
後
導

入
に
向
け
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
現
状
と

今
後
の
計
画
は

気
軽
に
楽
し
く
参
加
し
や
す
い

事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
事
業
の
現
状

と
今
後
の
事
業
推
進
計
画
は
。

こ
れ
ま
で
町
と
し
て
障
が
い
の
あ

る
方
の
生
涯
学
習
や
ス
ポ
ー
ツ
の

普
及
と
い
う
観
点
か
ら
事
業
や
施
策
を
お

こ
な
っ
た
事
例
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
支
援

の
必
要
な
方
と
共
に
誰
一
人
取
り
残
さ
れ

る
こ
と
の
な
い
包
摂
的
な
社
会
を
築
い
て

い
く
た
め
に
も
、
障
が
い
の
あ
る
方
の
た

め
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境
を
整
備
し
、
普
及
す

る
取
組
み
は
課
題
の
一
つ
と
捉
え
て
い
ま

す
。
今
後
に
つ
い
て
は
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
体
験
会
に
お
け
る
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

競
技
種
目
を
普
及
さ
せ
る
取
組
み
や
、
気

軽
に
楽
し
く
参
加
し
や
す
い
事
業
を
実
施

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
も
質
問

問
障
が
い
者
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成

に
つ
い
て

問「
メ
ガ
ス
テ
ー
ジ
会
津
坂
下
」に
つ
い
て

時
代
の
流
れ
で
変
化
し
て
い
る
子

育
て
支
援
を
町
は
ど
う
捉
え
て
い

る
の
か
。子

育
て
に
お
い
て
は
、
子
供
と
保

護
者
の
内
面
的
な
成
長
が
大
変
重

要
で
あ
り
、
養
育
者
が
苦
悩
し
つ
つ
も
愛

情
と
責
任
を
持
っ
て
子
ど
も
を
大
事
に
育

て
る
こ
と
が
幸
せ
な
人
生
の
第
一
歩
で
あ

る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
乳
児
期

に
愛
着
の
形
成
を
図
る
こ
と
は
、
人
間
と

し
て
成
長
す
る
う
え
で
大
切
な
基
盤
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
家
族
単
位
の
活

動
だ
け
で
な
く
地
域
社
会
と
の
関
わ
り
も

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

人
口
減
少
が
進
む
中
、
強
く
活
力

あ
る
町
づ
く
り
を
ど
う
進
め
る
の

か
。

地
域
経
済
の
縮
小
、
基
幹
産
業
で

あ
る
農
業
を
は
じ
め
と
し
た
産
業

の
担
い
手
不
足
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

維
持
や
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
が
困
難
で

あ
る
こ
と
を
懸
念
し
、
町
の
大
き
な
課
題

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
「
人
口
が
減
少
し

て
も
活
力
が
あ
り
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が

生
き
が
い
を
持
て
る
持
続
可
能
な
町
」
を

目
指
し
て
お
り
ま
す
。

空
き
地
や
空
き
家
な
ど
が
多
く

な
っ
て
い
る
中
、
町
の
対
応
や
具

体
策
は
。条

例
や
計
画
に
基
づ
き
、
空
き
家

対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
が
、
適
正

な
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
空
き
家
な
ど

の
所
有
者
等
へ
再
三
に
わ
た
る
助
言
や
指

導
を
行
っ
て
も
、
多
く
の
場
合
は
適
正
な

対
処
を
さ
れ
な
い
の
が
現
状
で
す
。

空
き
家
の
撤
去
を
し
や
す
い
環
境
を
整

え
る
た
め
、
空
き
家
の
撤
去
に
係
る
補
助

金
や
、
固
定
資
産
税
特
例
措
置
の
制
度
を

整
備
し
、
令
和
６
年
度
か
ら
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

問

問

問問

問

答

答

答

答答

みんなで一緒に大根掘り

生
成
Ａ
Ｉ
導
入
に
よ
る
具
体
的
な

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
は

町
長
の
今
後
の
政
策
に
つ
い
て

定
型
の
相
談
や
手
続
き
に
つ
い
て
は
、

24
時
間
対
応
す
る
事
が
可
能
で
す

将
来
に
わ
た
っ
て
住
み
続
け
ら
れ
る
、

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す

蓮沼　文明 議員

青木美貴子 議員
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農
畜
産
物
の
価
格
は
低
迷
し
、
生

産
資
材
や
燃
料
価
格
が
高
騰
を
続

け
る
中
で
生
産
意
欲
が
奪
わ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
の
衰
退
に
拍
車
が
か
か
る
現
状
を
打

開
す
る
に
は
農
業
の
活
性
化
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
安
心
し
て
農
業
を
営
み
、
継

続
し
て
い
く
た
め
の
支
援
策
や
、
有
機
農

業
の
推
進
、
新
規
就
農
者
の
拡
大
策
に
つ

い
て
具
体
策
を
伺
い
ま
す
。

農
業
の
衰
退
は
地
域
全
体
の
活
力

を
低
下
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
地

域
経
済
の
衰
退
に
直
結
す
る
も
の
で
あ
り
、

農
業
の
活
性
化
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。

現
在
、
次
世
代
農
業
者
会
を
中
心
に
課

題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
積
極
的
に

進
め
て
お
り
、
生
産
意
欲
の
向
上
と
活
性

化
に
つ
な
げ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
有
機

農
業
を
意
識
し
た
持
続
性
の
高
い
農
業
も

拡
大
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
関
係

団
体
と
の
連
携
を
強
化
し
、
誇
り
と
や
り

が
い
の
あ
る
農
業
の
確
立
に
つ
な
げ
て
ま

い
り
ま
す
。

介
護
の
問
題
解
決
に
向
け
て
の

取
組
み
は

継
続
的
な
支
援
や
関
係
部
署
間
で

の
情
報
共
有
を
図
っ
て
参
り
ま
す

近
隣
の
介
護
現
場
か
ら
厳
し
い
実

情
を
訴
え
る
声
が
あ
り
ま
し
た
。

状
況
は
深
刻
で
解
決
は
容
易
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い
き
ま

す
か
。

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
、
介
護
事

業
所
の
担
当
者
に
お
い
て
会
議
を

開
き
情
報
の
共
有
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
様
々
な
要
因
か
ら
解
決
で
き
な

い
状
況
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
場
合
は
保

健
師
や
社
会
福
祉
士
な
ど
の
専
門
職
を
含

め
、
多
角
的
視
点
か
ら
問
題
解
決
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
事
業
を
活
用
し
て
、

給
食
費
の
減
額
や
低
所
得
者
、
ひ
と
り
親

世
帯
な
ど
に
福
祉
灯
油
助
成
金
と
し
て
の

支
給
は
で
き
な
い
の
か
。

交
付
金
事
業
の
活
用
に
よ
る
給
食

費
の
減
額
等
は
現
時
点
で
考
え
て

お
り
ま
せ
ん
が
、
食
材
費
の
増
額
分
に
つ

い
て
は
町
で
負
担
し
て
参
り
ま
す
。
学
校

給
食
の
無
償
化
に
つ
い
て
は
政
府
の
動
向

を
注
視
し
て
参
り
ま
す
。

低
所
得
者
、
ひ
と
り
親
世
帯
な
ど
に
つ

い
て
の
支
援
は
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
限

定
す
る
の
で
は
な
く
、
広
く
町
民
の
生
活

に
寄
与
す
る
取
組
と
な
る
よ
う
事
業
内
容

を
協
議
し
て
参
り
ま
す
。

町
の
可
燃
ご
み
袋
の
材
質
を

切
れ
に
く
い
袋
に
で
き
な
い
の
か

現
在
の
ご
み
袋
を
使
用
し
て
い
き

ま
す

町
の
ご
み
袋
を
切
れ
に
く
い
材
質

の
ご
み
袋
に
で
き
な
い
の
か
。
ま

た
、
他
自
治
体
と
同
一
の
物
に
で
き
な
い

の
か
。

本
町
の
可
燃
ご
み
袋
の
材
質
は
、

伸
び
に
く
い
材
質
を
使
用
し
て
お

り
ま
す
。
透
明
度
が
低
い
た
め
ご
み
袋
の

中
身
が
分
か
り
に
く
く
、
引
っ
張
る
強
さ

に
も
優
れ
て
い
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
、
引
っ
張
り
強
度
が
強
い
た
め
ご
み
袋

の
厚
さ
を
薄
く
す
る
こ
と
が
で
き
、
ご
み

袋
自
体
の
価
格
の
上
昇
を
抑
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
他
自
治
体
と
比
較
し
て
も
質

的
に
差
は
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
現
在
の
ゴ
ミ
袋
を
使
用
し
て
い

き
ま
す
。

こ
れ
も
質
問

問
無
料
回
収
事
業
の
成
果
と
課
題
を
伺
う
。

町
民
生
活
に
対
す
る
経
済
対
策
の

取
り
組
み
は

農
業
の
活
性
化
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

す
す
め
よ
う

支
援
事
業
を
速
や
か
に
決
定
し
、

年
度
内
の
執
行
を
目
指
し
て
参
り
ま
す

農
業
の
活
性
化
は
喫
緊
の
課
題
で
す

問

問

問

答

答

答

横山　智代 議員

小畑　博司 議員   

なかなか減らないゴミ

問答
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次
年
度
の
予
算
編
成
の
考
え
方
は
。

令
和
４
年
度
か
ら
最
重
要
施
策
に

位
置
付
け
て
い
る
過
疎
対
策
を
継

続
し
て
町
の
最
重
要
施
策
と
し
、「
交
流

人
口
対
策
」、「
関
係
人
口
対
策
」、「
定
住

人
口
対
策
」、「
少
子
化
対
策
」
の
4
つ
人

口
対
策
を
よ
り
強
固
な
も
の
に
す
べ
く
、

施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

特
に
、「
少
子
化
対
策
」
で
は
、
児
童

福
祉
と
母
子
保
健
の
機
能
を
あ
わ
せ
も
つ

「
会
津
坂
下
町
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」
の

本
格
運
用
を
開
始
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子

ど
も
を
安
心
し
て
生
み
育
て
ら
れ
る
環
境

を
整
備
し
ま
す
。

宿
泊
施
設
の
誘
致
の
考
え
は
。

宿
泊
施
設
の
誘
致
は
、
町
の
賑
わ

い
創
出
に
欠
か
せ
な
い
重
要
な
課

題
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
本
年

度
は
、
宿
泊
業
者
３
社
を
ご
紹
介
い
た
だ

き
、
そ
の
内
の
２
社
と
協
議
・
交
渉
を
進

め
て
お
り
ま
す
。

旧
糸
桜
里
の
湯
な
ら
び
に
ス
キ
ー

場
の
利
活
用
の
考
え
は
。

ア
ウ
ト
ド
ア
施
設
を
軸
と
し
た

「
見
明
山
の
利
活
用
計
画
」
を
作

成
し
、
有
効
活
用
に
向
け
て
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。留

学
制
度
の
創
設
の
考
え
は
。

日
本
と
他
国
の
違
い
や
関
わ
り
を

知
る
と
と
も
に
、
日
本
の
伝
統
と

文
化
を
改
め
て
見
直
し
た
り
、
異
文
化
を

体
験
し
新
た
な
知
見
を
得
た
り
で
き
る
有

効
な
手
段
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
も
質
問

問
農
業
再
生
の
考
え
方
は
。

公
衆
ト
イ
レ
の
維
持
管
理
を
問
う

次
年
度
の
最
重
要
施
策
の
考
え
方
は

安
全
・
清
潔
・
快
適
に
利
用
で
き
る
よ
う
、

日
常
の
管
理
・
清
掃
・
改
修
に
努
め
て
お
り
ま
す

「
人
口
が
減
少
し
て
も
活
力
が
あ
り
、町
民
一
人
ひ
と
り
が

生
き
が
い
を
も
て
る
持
続
可
能
な
ま
ち
」の
実
現
を
目
指
し
ま
す

問問

問問

答答

答答

佐藤　宗太 議員

ト
イ
レ
の
間
仕
切
り
等
の
改
修
計

画
は
な
い
か
。

近
年
改
築
し
た
ト
イ
レ
を
除
け
ば
、

昭
和
時
代
に
建
築
さ
れ
た
も
の
が

多
く
、
現
在
の
生
活
様
式
に
そ
ぐ
わ
な
い

箇
所
が
生
じ
て
お
り
ま
す
。
和
式
便
器
や

汲
取
り
式
な
ど
の
老
朽
化
が
著
し
い
ト
イ

レ
が
多
く
、
必
要
に
応
じ
て
修
繕
等
で
対

応
し
て
い
ま
す
。
ひ
が
し
公
園
ト
イ
レ
は

外
壁
改
修
に
合
わ
せ
、内
部
の
間
仕
切
り・

ド
ア
の
改
修
に
着
手
し
た
と
こ
ろ
で
、
利

用
者
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
、
安
心
し
て

利
用
で
き
る
ト
イ
レ
の
維
持
管
理
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

公
衆
ト
イ
レ
周
辺
に
防
犯
設
備
等

の
機
器
を
取
り
付
け
る
考
え
は
。

防
犯
灯
・
防
犯
カ
メ
ラ
な
ど
の
設

備
設
置
に
つ
い
て
は
犯
罪
を
防
止

す
る
上
で
大
変
有
効
な
手
段
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
中
に
駅
前
広
場
と
中
央

公
園
内
に
設
置
し
、
次
年
度
は
ひ
が
し
公

園
内
に
も
設
置
い
た
し
ま
す
。
設
置
場
所

に
つ
い
て
は
警
察
・
関
係
機
関
と
連
携
を

図
り
・
効
果
的
な
防
犯
対
策
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

防
災
倉
庫
を
地
区
ご
と
に
設
置
す

る
考
え
は
な
い
か
。

リ
ス
ク
分
散
の
観
点
か
ら
、
各
行

政
区
に
自
主
防
災
組
織
の
防
災
倉

庫
が
設
置
し
て
あ
る
こ
と
が
理
想
で
あ
る

た
め
、
自
主
防
災
組
織
の
設
立
に
向
け
、

各
コ
ミ
セ
ン
事
業
と
連
携
し
、
防
災
関
連

事
業
実
施
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
も
質
問

問『
今
週
の
し
ょ
う
へ
い
』の
広
報
効
果
と

今
後
の
計
画
を
問
う

問
キ
ャ
ン
プ
場
計
画
取
り
入
れ
で
町
活
性

化
を
図
る

問
旧
糸
桜
里
の
湯
の
利
活
用
に
つ
い
て

問

問

問 答

答

答

目黒　克博 議員

村田区 防災倉庫

坂下初市福豆俵撒き
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９月 27 日、日経ホールで開催された全
国町村議会広報研修会に参加しました。

読み手を引き付ける広報紙づくりなど、
事例を交えて紹介
がありました。

今後の広報紙づ
くりに活かしてま
いります。

10 月 23 日、ビッグパレットふくしまで、
福島県町村議会議員研修が行われました。

議会改革やこれからの政局・政治の行方
についての講演が
ありました。

10 月 25 日に北海道余市町議会、11 月７
日に栃木県板倉町議会の皆さんが来町され
ました。

余市町議会は、ばんげ未来トークや議会
における録画配信についての研修で、板倉
町議会は、移住・定住促進施策についての
研修となりました。

町の状況や立地条件など、現状は様々で
すが、抱える悩みは共通している点が多数
ありました。

両町議会議員の皆さんと闊達な意見交換
を行うことができました。

知識やスキルを
学び活かす

課題の解決策を探る

行
政
区
の
要
望
は
、
地
域
及
び
日

常
の
生
活
上
の
た
め
共
同
し
て
要

請
す
る
も
の
で
あ
り
、
町
民
の
意
向
を
く

み
上
げ
る
重
要
な
位
置
付
け
に
あ
る
。
要

望
の
早
期
実
現
と
回
答
を
併
せ
て
公
表
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

要
望
は
暮
ら
し
に
直
結
し
、
改
善

す
べ
き
最
重
点
事
項
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
住
環
境
の
改
善
を
主
と
し
た
２

８
４
件
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
町

が
実
施
す
る
要
望
に
つ
い
て
は
早
急
に
予

算
化
を
進
め
、
今
年
度
約
32
％
が
完
了
見

込
み
で
す
。

全
て
の
要
望
と
回
答
を
各
区
長
へ
配
布

し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
公
表
を
行
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
よ
り
多
く
の
町
民

に
知
っ
て
頂
け
る
よ
う
今
年
度
よ
り
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
し
ま
す
。

要
望
実
施
の
優
先
順
位
等
を
要
望

区
が
決
定
す
る
住
民
参
画
を
考
え

ら
れ
な
い
か
。

こ
れ
ま
で
役
場
担
当
部
署
が
優
先

順
位
を
決
定
し
て
い
ま
し
た
が
、

行
政
の
主
体
は
町
民
で
あ
り
、
優
先
順
位

の
決
定
に
つ
い
て
も
参
画
が
望
ま
し
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

行
政
区
要
望
と
新
庁
舎
建
設
の
優

先
度
の
考
え
方
は
。

新
庁
舎
建
設
を
行
わ
な
け
れ
ば
、

区
要
望
が
も
っ
と
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
「
住
み
続
け
た
い
町
」

実
現
の
た
め
の
区
要
望
の
実
施
と
、
そ
の

要
と
な
る
新
庁
舎
建
設
は
、
ど
ち
ら
も
安

心
・
安
全
な
暮
ら
し
を
実
現
す
る
た
め
に

重
要
で
す
。
ど
ち
ら
も
優
先
す
べ
き
こ
と

で
、
両
者
の
実
現
に
向
け
て
進
め
て
い
き

ま
す
。

景
観
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
の
考
え
は

行
政
区
要
望
と
新
庁
舎
建
設
の

優
先
度
の
考
え
方
は

電
線
地
中
化
等
を
含
め「
会
津
坂
下
町
中
心
市

街
地
活
性
化
基
本
計
画
」に
盛
り
込
み
ま
す

一
方
に
片
寄
る
こ
と
は
考
え
て

い
ま
せ
ん

問問

問

答答

答

渡部　正司 議員

研修会に参加 行政調査受け入れ

学ぶ

進まない中村街道踏切改良要望
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新
年
の
ご
挨
拶

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
方
に
は
日
頃
よ
り
町
議

会
に
対
し
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
わ
り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

元
日
に
発
生
し
た
地
震
に
よ

り
甚
大
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
た

能
登
地
方
の
皆
様
に
は
心
よ
り

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
一
日
も
早
い
復
旧
、

復
興
を
お
祈
り
し
ま
す
。

３
年
余
り
続
い
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
も
５

月
か
ら
緩
和
さ
れ
、
御
田
植
祭

り
、
夏
ま
つ
り
、
秋
祭
り
な
ど

各
種
催
し
が
以
前
の
よ
う
な
姿

を
取
り
戻
し
て
き
て
お
り
ま

す
。議

会
も
未
来
ト
ー
ク
な
ど
議

会
活
動
も
ほ
ぼ
通
常
に
戻
り
、

先
進
地
視
察
も
３
年
ぶ
り
に
行

い
ま
し
た
。
当
町
へ
の
研
修
に

来
ら
れ
る
自
治
体
も
多
く
、
遠

く
は
北
海
道
の
余
市
町
議
会
が

来
町
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
干
支
は
辰
で
す
。
新

し
い
こ
と
を
始
め
て
成
功
す

る
、
今
ま
で
準
備
し
て
き
た
こ

と
が
形
に
な
る
縁
起
の
良
い
年

と
な
る
と
い
う
よ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
町
政
は
財
政
健

全
化
を
図
り
つ
つ
、
新
庁
舎
建

設
を
含
め
た
未
来
の
ま
ち
づ
く

り
の
構
想
を
よ
り
具
体
的
に
描

い
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

町
民
が「
夢
と
希
望
を
持
っ
て
、

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
町
」
を
力
を
合
わ
せ
、
創
造

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。議

会
は
、
皆
様
の
貴
重
な
声

を
町
政
に
反
映
さ
せ
「
開
か
れ

た
議
会
、
活
力
あ
る
議
会
」
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ご
意

見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

今
年
一
年
素
晴
ら
し
い
年
と

な
る
こ
と
を
心
よ
り
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。

会
津
坂
下
町
議
会
議
長　

水
野
　
孝
一

町民・議会懇談会開催

聴く

11月17日、中央公民館にて、区長自治会長会の役員の方と懇談会を開催しました。
「議会の広報・広聴　～議会の動きが伝わっていますか～」と題し、広報広聴という切り

口からご意見を頂きました。

定例会後の議会だよりでの情報発信に加
え、「未来トーク」と題し意見をお聞きする
場を作ってきました。

しかし、議会の広報広聴としてはまだまだ
改善する点があると感じております。

コロナ禍も明け、皆さんと対面でお話しで
きる場が増えてきました。

今後さらに議会の動きがみなさんに伝わる
よう、率直なご意見をお聞きする事に力を入
れて参ります。

・５年前に議会で議決された内容はどの
ようなものだったのか？
・「町づくりを考える会」から出された請
願はどうなったのか。
・なぜ厚生病院跡地の案が出たのか。
・今の議員で決まらないのか
・街なかの空き家、空洞化はどうするの
か。また、どうとらえているのか。
・若手職員が入って検討しているという
が、どのようになっているのか。
・議員がゆるいのではないか。
・街なかの再生化は不可能ではないのか。
・早く庁舎建設の場所を決めてほしい。
　大災害が起きたら大変なことになる
・庁舎建設はむずかしい案件だと思う
・諏訪神社前の道路拡幅を進めてほしい。
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新
年
が
幕
を
開
け
ま
し
た
。

１
日
に
は
能
登
半
島
地
震
が

発
生
。
甚
大
な
被
害
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
翌
２
日
に
は
航
空

機
事
故
。
２
０
１
１
年
の
震
災

を
思
い
起
こ
さ
ず
に
は
い
ら
れ

ま
せ
ん
。
被
災
者
へ
の
き
め
細

や
か
な
対
応
と
速
や
か
な
支
援

を
望
み
ま
す
。

災
害
は
何
時
訪
れ
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。「
備
え
あ
れ
ば
憂

い
な
し
」
で
す
。

今
年
は
甲

き
の
え
辰た
つ
。
辰
（
龍
）
は

十
二
支
で
唯
一
架
空
の
生
き
物

で
も
あ
り
ま
す
。
努
力
し
て
き

た
こ
と
が
飛
躍
す
る
年
を
意
味

す
る
今
年
。
龍
の
よ
う
に
勢
い

よ
く
上
昇
す
る
一
年
と
な
る
こ

と
を
願
い
ま
す
。

�

（
横
山 

智
代
）

広
報
広
聴
特
別
委
員
会

　
　
委
員
長
　
　
小
畑
　
博
司

　
　
副
委
員
長
　
横
山
　
智
代

　
　
委
　
員
　
　
目
黒
　
克
博

　
　
委
　
員
　
　
蓮
沼
　
文
明

　
　
委
　
員
　
　
物
江
　
政
博

みんなのひろば

導入に向け検討が進んでいる中学校の部
活動地域移行。変わりつつある中学校の部
活動について紹介しています。
今回は坂下中学校バスケ部顧問の永島先

生・角田先生にお話を伺いました。

坂下中学校バスケ部は、３年生が引退した現
在、男子 15 名、女子 11 名の総勢 26 名で活
動しています。
６月に開催された全会津中体連総合大会で
は、男子バスケ部において約 50年ぶりの優勝
を果たすことができました。事実上の決勝戦と
なった塩川中戦では、試合終盤に逆転され苦し
い状況になっても、選手・ベンチ一丸となって
戦い抜き、見事優勝を勝ち取ることができまし
た。みんなで力を合わせる、苦しくても諦めな
いといった部活動の醍醐味と興奮を選手一人ひ
とりが感じ取ることができた瞬間であったと思
います。
勝ち進んだ県中体連総合大会では、65年ぶ
りの３位入賞と坂下中に新たな歴史を刻んでく
れた選手たちに感謝です。
現在、１・２年生たちは、先輩たちの背中を追

いかけ「県大会出場」を目標に毎日の練習や練習
試合、各種大会に取り組んでいるところです。

「中学校部活動の地域移行」が取りざたされ
ている昨今、一町一校の坂下町では学校と地域
の部活動での連携がより重要であるといえま
す。
坂下町のスポーツを盛り上げていけるよう

「チーム坂下」の一翼として、坂下中学校バス
ケ部、頑張っていきたいと思います！

全会津中体連総合大
会

約50年ぶりの優勝
！

バスケットボール部顧問

（左）角
かく

田
た

　範
のり

文
ふみ

 先生

（右）永
なが

島
しま

　　忠
ただし

 先生

女子も
頑張って
ます！


